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町の人口 

（平成6年7月31日） 

男 3,864 

女 4,294 

計 8,158 

世帯数 2,827 

一
 

東
古
門
子
ど
も
会
 

子
ど
も
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
が
、
7
月
 31 

日
町
民
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
を
主
会
場
に
し
て
、
方
城
 

中
学
校
運
動
場
、
日
立
グ
ラ
ウ
 

ン
ド
の
3
会
場
で
 18 

チ
ー
ム
が
 

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

猛
暑
の
中
、
白
熱
し
た
試
合
 

が
展
開
さ
れ
、
優
勝
戦
に
は
東
 

古
門
子
ど
も
会
と
浄
万
寺
子
ど
 

も
会
が
残
り
、
打
撃
戦
の
末
に
 

12 

対
3

で
東
古
門
子
ど
も
会
が
 

優
勝
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
3
位
は
春
田
子
ど
も
 

会
と
、
新
門
上
・
下
子
ど
も
会
 

で
し
た
。
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うれしい食事時間 

** * * * * 
******************** 

●
児
童
手
当
 

●
児
童
扶
養
手
当
 

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

●
児
童
扶
養
手
当
等
資
格
 

喪
失
者
修
学
費
助
成
事
業
 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
 

（

児

童

手

当

）

 

、 

家
庭
に
お
け
る
生
活
 

の
安
定
と
児
童
の
健
全
 

育
成
の
た
め
、
児
童
を
 

‘
養
育
す
る
人
に
手
当
を
 

支
給
す
る
制
度
で
す
。
 

〇
支
給
対
象
 
3
才
未
満
の
児
 

童
を
養
育
し
て
い
る
人
 

〇
手
当
額
（
月
額
）
第
一
子
・
 

第
二
子
そ
れ
ぞ
れ
五
千
円
 

第
三
子
以
降
一
万
円
 

※
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
 

場
合
は
、
除
き
ま
す
。
 

*
*
*
*
*
*
 *

 

。
 

*
*
 

父
親
の
い
な
い
児
童
 

の
母
や
、
母
に
か
ね
難
 

て
そ
の
児
童
を
養
育
叢
 

る
人
に
手
当
を
支
給
議
 

る
制
度
で
す
。
 

胃一
 

ロ
 口

B
 

A
 
o
 

難算 ぐ
 。
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※
父
親
が
重
度
障
害
者
の
場
合
 

を
含
む
。
但
し
、
児
童
が
公
 

的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
 

て
い
る
場
合
を
除
く
。
 

〇
支
給
対
象
 
次
の
い
ず
れ
か
 

に
該
当
す
る
 18 

才
未
満
の
児
 

人
材
育
成
事
業
の
 

一
環
と
し
て
、
集
団
生
活
を
 

通
し
て
身
の
回
り
の
こ
と
を
 

自
分
で
し
、
友
だ
ち
と
の
交
 

流
を
深
め
る
目
的
で
、
6
月
 

16 

日
か
ら
 18 

日
福
祉
セ
ン
 

】
・
 

タ
ー
と
中
央
公
民
館
で
 

卿 
通
学
合
宿
が
行
わ
れ
ま
 

、三量f
ーソ・・ 

し
か
」
。
 

又り「喜） 

今
回
が
初
め
て
 

轟
難
醸
え
麟
馴
 

の
こ
の
合
宿
 

「
宿
題
を
し
な
さ
い
 

「
早
く
寝
な
さ
い
」
と
は
 

一
言
も
言
い
ま
せ
ん
と
 

開
会
式
で
の
あ
い
さ
つ
 

童
を
監
護
し
て
い
る
母
又
は
 

養
育
者
 

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
 

童
 

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
 

③
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
 

児
童
 

④
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
 

て
い
る
児
童
 

⑤
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
 

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
 

児
童
 

⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
、
 

懐
胎
し
た
児
童
（
認
知
さ
れ
 

た
児
童
を
除
く
）
 

予
想
を
 

苫
線
鉢
」
難
麟
 

上
回
る
参
加
 

癌
麟
 

が
あ
り
2
泊
3
日
 

費嚢 

の
合
宿
を
の
り
き
 

寺
f
 

っ
た
子
ど
も
た
ち
の
顔
 

に
は
、
疲
れ
た
中
に
も
 

「
や
れ
ば
で
き
る
」
と
い
う
 

自
信
が
つ
い
た
表
情
が
う
か
 

が
え
ま
し
た
。
 

合宿生代表であいさつ 

をする塩川知成君→ 

手
つ
き
が
い
い
で
す
ね
 

手
を
切
ら
な
い
よ
う
に
 

※
①
5
⑥
の
要
件
に
該
当
す
る
 

に
至
っ
た
日
か
ら
、
5
年
を
 

経
過
し
た
場
合
は
請
求
資
格
 

が
消
滅
し
ま
す
。
 

〇
手
当
額
 
支
給
対
象
児
童
一
 

人
目
分
三
万
九
千
三
百
八
十
 

円
又
は
二
万
六
千
三
百
七
＋
 

円
、
二
人
目
の
場
合
は
五
千
 

円
加
算
、
三
人
目
か
ら
一
人
 

に
つ
き
二
千
円
加
算
 

※
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ
る
 

場
合
は
支
給
停
止
 

20 

才
未
満
で
心
身
に
 

障
害
の
あ
る
児
童
の
扶
 

養
の
た
め
に
、
そ
の
父
 

母
又
は
養
育
す
る
人
に
 

手
当
を
支
給
す
る
制
度
 

で
す
。
 

〇
支
給
対
象
 
次
の
い
ず
れ
か
 

に
該
当
す
る
児
童
を
監
護
し
 

て
い
る
父
母
又
は
養
育
者
 

①
国
民
年
金
法
の
一
級
及
び
一
一
 

級
に
相
当
す
る
人
 

②
療
育
手
帳
（
A

・
B
）
又
は
 

判
定
書
（
重
度
以
上
）
を
持
 

っ
て
い
る
人
 

タ
食
後
の
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
 

〇
手
当
額
（
月
額
）
 

重
度
障
害
児
（
一
級
）
一
人
に
 

つ
き
四
万
七
千
八
百
円
 

中
度
障
害
児
（
一
一
級
）
一
人
に
 

つ
き
三
万
一
千
八
百
六
十
円
 

高
等
学
校
に
在
学
中
 

の
児
童
が
 18 
才
に
達
し
 

た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
 

養
手
当
又
は
遺
族
基
礎
 

年
金
等
の
受
給
資
格
を
 

失
っ
た
母
子
家
庭
等
に
 

対
し
、
児
童
の
修
学
費
 

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
 

〇
支
給
対
象
 

①
対
象
児
童
が
 18 

才
に
達
し
た
 

こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
 

当
又
は
遺
族
基
礎
年
金
等
を
 

受
給
で
き
な
く
な
っ
た
人
 

②
児
童
が
、
 
18 

才
に
達
し
た
後
 

母
子
家
庭
等
に
な
っ
た
人
 

※
児
童
が
高
等
学
校
に
在
学
中
 

の
人
に
限
り
ま
す
。
 

〇
助
成
金
額
（
月
額
）
 
一
万
円
 

■
間
い
合
わ
せ
 
役
場
住
民
課
 

福
祉
係
容
（
2
2
)
0
5
2
0
 

内
線
1
2
4
 

お風呂の時間が一番楽しそう 

11 
時
を
す
ぎ
て
い
る
の
に
・
 

朝
起
き
れ
る
の
か
な
っ
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☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
 

一
番
質
で
毎
曹
瞬
 

一 

一 

殿
喚
賢
賢
 

一 

☆
 

☆
 

婦
 

伊
方
小
学
校
で
七
タ
会
 

婦
 

☆

 

AH 

☆
 

去
る
7
月
2

日
、
伊
方
小
学
校
で
七
タ
集
会
が
行
わ
れ
 
☆
 

蚊
ま
し
た
o
 

婦
 

婦
 

兄
弟
学
級
の
2

ク
ラ
ス
ず
つ
が
 

9
本
の
笹
に
飾
り
つ
 
婦
 

☆
け
を
し
た
後
、
体
育
館
に
運
び
こ
み
児
童
会
か
ら
「
ひ
こ
 
☆
 

婦
星
賞
」
な
と
の
賞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
o
 

婦
 

婦
 

ま
た
、
図
書
委
員
会
や
放
送
ク
ラ
ブ
に
よ
る
七
タ
の
お
 
婦
 

☆
話
が
あ
り
、
児
童
た
ち
は
暑
い
中
、
興
味
深
そ
う
に
聞
い
 
☆
 

婦
 
て
い
ま
し
た
o
 

婦
 

婦
 

「
お
金
持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
」
や
「
お
じ
い
ち
ゃ
 
婦
 

☆
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ま
す
よ
 
☆
 

婦
う
に
」
な
ど
と
書
か
れ
た
短
冊
が
 
決
い
微
風
に
吹
か
れ
 
婦
 

婦
て
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

婦
 

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
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☆
 

も
の
忘
れ
が
気
に
句
 

め
ま
せ
ん
か
っ
 

顔
は
覚
え
て
い
る
け
ど
名
前
 

が
思
い
だ
せ
な
か
っ
た
り
、
何
 

か
と
り
に
来
た
の
に
忘
れ
て
し
 

ま
い
、
も
と
の
場
所
に
も
ど
つ
 

て
思
い
だ
そ
う
と
し
た
経
験
は
 

だ
れ
に
で
も
あ
る
こ
と
で
し
よ
 

う
。
と
こ
ろ
が
、
「
財
布
が
な
 

く
な
っ
た
」
「
印
鑑
を
な
く
し
 

た
」
な
ど
の
症
状
か
ら
始
ま
る
 

痴
呆
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
ず
、
 

本
人
も
家
族
も
つ
ら
い
思
い
を
 

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
 

25 
(%) 

20 

15 

10 

5 

0 

願いごとがかなうといいな 

そ
こ
で
今
回
は
、
社
会
問
題
に
 

も
な
っ
て
い
る
痴
呆
に
つ
い
て
、
 

お
話
し
ま
す
。
 

痴
呆
は
早
期
発
見
ノ
 

悼
期
治
療
が
大
切
ク
 

最
初
は
、
た
だ
の
も
の
忘
れ
 

と
同
じ
で
す
が
、
物
の
置
き
忘
 

れ
や
紛
失
、
日
時
や
今
聞
い
た
 

話
を
忘
れ
た
り
す
る
よ
う
に
な
 

る
と
、
痴
呆
を
疑
っ
て
く
だ
さ
 

い。 

ノ
 

治
る
痴
呆
と
ぬ
但
ら
な
い
 

痴
呆
が
あ
る
の
？
 

イ
 痴

呆
の
原
因
は
、
脳
出
血
や
 

脳
梗
塞
が
原
因
と
な
っ
て
お
こ
 

る
脳
血
管
性
痴
呆
と
、
原
因
不
 

明
で
起
こ
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
 

同
和
問
題
啓
発
講
演
会
 

『
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
』
 

松
下
百
々
代
先
生
 

一 

去
る
7

月
8

日
、
元
大
阪
市
 

一
立
中
学
校
教
師
松
下
百
々
代
先
 

生
を
講
師
に
招
き
、
町
民
体
育
 

一
館
で
同
和
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
 

ー
し
た
。
 

一 

講
演
前
に
は
、
川
崎
亭
好
朝
 

一
さ
ん
（
川
崎
小
学
校
同
和
推
進
 

一
教
諭
）
に
よ
る
人
権
落
語
が
 30 

一
分
程
行
わ
れ
、
笑
い
の
中
に
も
 

考
A
t
ん
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
 

型
痴
呆
の
2

つ
で
約
8
割
を
占
 

め
ま
す
。
残
り
の
2
割
は
、
脳
 

腫
蕩
や
内
科
的
疾
患
で
起
こ
る
 

も
の
で
す
。
治
る
痴
呆
と
い
わ
 

れ
て
い
る
内
科
的
疾
患
等
を
見
 

つ
け
る
た
め
に
も
、
様
子
が
お
 

か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
、
 

専
門
医
や
保
健
婦
に
相
談
し
ま
 

し
よ
ト
つ
。
 

痴
呆
に
な
ら
な
い
た
町
 

痴呆の出現率 
資料／厚生省 

19.9% (5人に1メョ 

11.7% (10人に1人） 

4.9% 

イに ①
人
間
関
係
を
大
事
に
し
、
生
 

き
が
い
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

②
手
足
を
よ
く
動
か
し
、
脳
に
 

刺
激
を
与
え
ま
し
ょ
う
。
 

③
歯
の
丈
夫
な
人
は
、
痴
呆
に
 

今
年
は
、
就
労
者
の
 

人
が
対
象
で
し
た
 

ま
し
た
。
 

コ
 

松
下
先
生
は
、
自
分
の
結
婚
 

話
が
で
た
時
に
初
め
て
自
分
が
 

被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
 

を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を
言
え
ず
 

10 

年
間
悩
み
続
け
た
が
、
同
和
 

教
育
を
学
び
、
今
で
は
、
胸
を
 

張
っ
て
ふ
る
さ
と
を
語
れ
る
と
 

の
こ
と
で
し
た
。
 

L
 

な
り
に
く
く
、
寿
命
も
長
い
 

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
持
 

ち
さ
せ
ま
し
よ
う
。
 

④
カ
ル
シ
ウ
ム
を
充
分
と
り
、
 

骨
を
強
く
し
て
、
寝
た
き
り
 

を
予
防
し
ま
し
よ
う
。
 

⑤
薄
味
の
食
事
に
慣
れ
、
高
血
 

圧
を
予
防
し
ま
し
よ
う
。
 

⑥
過
食
を
せ
ず
、
肥
満
を
予
防
 

し
ま
し
よ
ト
フ
。
 

⑦
1

日
 30 

分
以
上
、
疲
れ
な
い
 

程
度
の
運
動
を
行
い
、
健
康
 

づ
く
り
を
し
ま
し
よ
う
。
 

2.7% 
翫

国

 65
 

5
 69
 

才
 

70 

5
 74 

才
 

75 

5
 79 

才
 

80 

5
 84 

才
 

85 
才
以
上
 

、
一
【
》
γ
一
1
し
「
、
、
v
ョd
，でノ 

＜
 

こ
い
の
ぼ
り
 

I

・
L
O
V
E
彦
山
川
実
行
 

委
員
会
で
は
、
今
年
も
 10 

月
 10 

日
（
月
）
に
彦
山
川
河
川
敷
で
 

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

そ
の
際
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
 

げ
る
た
め
に
、
伊
方
橋
周
辺
に
 

「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
上
げ
る
予
 

定
で
す
。
家
庭
で
不
要
に
な
っ
 

た
「
こ
い
の
ぼ
り
」
が
あ
り
ま
 

し
た
ら
、
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

◆
連
絡
先
 
方
城
町
役
場
企
画
 

鉱
公
害
室
公
（
2
2
)
0
5
2
0
 

内
線
2
2
1
 

杉
原
嘆
治
公
2
2

・ 

嶋
野
 
勝
公
2
2

・ (U

(
“
乙
ハ
く
。
（
づ
 

一 

只
『
）
『
1

月什 

騎

ー

 

個人事業税第I期納付 

平成6年度個人事業税第1期の納期限は、 

8月31日です。納期限までに納めましょう。 

詳しくは、田川県税事務所 

'(4 4 ) 8 1 1 1 まで 
× ノ 

イノシシ駆除実施 

★駆除期間 9月1日（木）~10月31日（月） 

の日の出から日の入りの間 

★区 域 町内、中山間地 

※期間中は危険なため、中山間地に行く場合 

注意をしてください。 
× ノ

 


